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　 米 国 連 邦 通 信 委 員 会 (Federal Communication 
Commissions : FCC) の Office of Engineering and 







UHF 帯や VHF 帯のテレビ用電波は遠くまで届く
ため、1 つの局で半径 50km 程度の地域をカバー
できる。FCC は、米国内の人口の多数が生活する
人口密度の低い地域への導入を想定し、同時にテ




　1 回目のテストは、2007 年 6 月に、Microsoft 社・
Philips 社などの 8 社連合から試作機の提供を受け
てテストを行ったが、テレビ放送との干渉が大き
く失敗していた１）。しかし、今回は Adaptrum 社・












 情報通信分野	 TOPICS	 Information & Communication
　米国連邦通信委員会の Office of Engineering and Technology が、「White Space」と呼ばれるテレビの未使
用周波数を用いたブロ ドーバンド通信の公開テストを行っている。テレビ用電波は1つの局で半径 50km 程度
の地域をカバーでき、従来の電話回線を利用した ADSL よりも広範囲での利用が可能であるため、米国内の
人口密度の低い地域への導入を想定している。このテストに成功すれば、コンピュー タ用のカ ドー型無線機の


























集積化通信回路を 180nm ルールの CMOS 技術
で設計したことを、2008 年 2 月に開催された国
際会議 ISSCC で発表した 4）。この発表は 470 ～









1） FCCホームページ : http://www.fcc.gov/oet/projects/tvbanddevice/
2） Pew Internet & American Life Project報告 : http://www.pewinternet.org/pdfs/Backgrounder.MeasuringBroadband.pdf
3） 社会実情データ図録 : http://www2.ttcn.ne.jp/~honkawa/6300.html
4） ISSCCプログラム : http://www.isscc.org/isscc/2008/ap/2008AP_Final.pdf
